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1. はじめに

20万分のl地質図幅「石垣島」は，地質調査総合センタ}及ぴその前身で

ある地質調査所が，対象となる地域の地質編纂に基づき作成している20万分
のl地質図幅の1つである.

編纂にあたっては，既存の公表資料を収集・検討するとともに必要に応じ
て現地調査(平成16-19年度)を実施し，これらの成呆に基づいて地質図を
作成した.空中写真による地形判読は，地質情報研究部門の小松原琢氏に

協力いただいた.なお.現時点での石垣島地域内における出版済みの5万分

のl地質図幅は， r.石垣島東北部」ならびに「与那国島」である.

2，地形

石垣島地域は国土地理院発行の20万分のl地勢図I石垣島Jに準拠して
おり，東経123'29'54"-124'29'54・， :11:;緯24'，∞'15"-24'40'15" (世界測地系)

の範囲と，与那国島及ぴその周辺海域を含む.行政区として沖縄県石垣市，

入賞山郡竹富町，同郡与那国町に属する.この地域の島艇は流球列島甫
西端の人重山列島を構成し.また地質的には琉球弧の南西端に位置する
(第1図).琉球弧の大陸側は沖縄舟状海盆に，太平洋側はZ直球海和こよ。

て酉きれる.)唾山列島は.石垣島，持昔島.ふ長島，黒島，続島{主地

身.干泡島)，最曲島義融自鳴由希8.西表鳥与那国島の有人島と，
加直立{嘉弥真)島，向車両，苅藤島.事働稀(得ノ稀)島などの無人島から

なる.

2.1 海底地形
石垣島地域における海底地形は，サンゴ磯の顕著な発達で特徴づけられ

る島慎沿岸の浅海域とその外側の海域(外洋域)とで著しく異なる(海上保安

庁水路部， 1984， 1蜘， 1991a， 1991b， 1卿， 1993). 
島民沿岸から沖合にかけて礁原が島を取り囲むように分布し，その縁は磯

績が千出岩(段低水面と最高水面との聞に露出する岩)として形成されてい

る.礁嶺より内側の礁原には，水深数回以浅の礁池が広がる.石垣島では，
海岸から11似)()-2瓜蜘E程度沖合に礁嶺が見られ，一般に北西海岸より南東
海岸においてサンゴ磁の発達は顕著である.西表島での磯原の分布幅は地

域により異なる.南部では5仙 nlこ税たないが，ぞれ以外では因。-2，α伽叫こ

達する.波照間島でもサンゴ礁が発達し，礁原の分布幅は数1∞-1.000m程
度である.与那国島と中御神高ではサンゴ醸の発達が乏しく，礁原の分布稿
はそれぞれ200-筑陥n以下と1仙 n以下である.

石垣島と西表島の聞には，者酋磯湖(東西約2Okm，甫北約15km)と呼ば
れる我が閏を代表するサンゴ礁海域が広がる.石西礁湖では水深が20m以
浅の海底面が形成きれており，竹富島・小浜島・加屋真島，黒島・新場島

の周囲にもサンゴ礁は顕著に発達しているほか，無数の干白岩が見られる.

石西礁湖は，その南側を石垣島南端から竹富島を経て黒島・新城島・西表
島に断続的に続く礁原に，北側を石垣島南西悔の観音崎から加屋真島・小

浜島に連続する礁原によって外洋から面されている.

与那国島を除く八重山列島の周囲に発達したサンゴ礁は，磁嶺より外側の
海面下にも分布し，水深5O-70m付近の海底まで急斜する礁斜面を形成し
ている.また西表島南方や中御神島西方の海面下にも，比較的まとまった範

囲にサンゴ礁が分布しているとみられる.

外洋域の水深は， 1.000m以上に及ぶ.最深部は南東靖で2.2∞mlこ達し，
そのまま琉球海溝(水深6，αゅ-7.劇肋n)にまで連続する.北西端は沖縄舟状

海盆の範囲に含まれ，水深約1，8∞mに及ぶ(第1図)，外洋域の海底地形

iえ以下の様に海域ごとに異なる特徴が見られる(第Z園). 
人重山列島の北方損壊域では.石垣島や西表島の~t岸から水深20肋nまで

斜面が発達し，その沖合には海底谷と小規模な海丘状の高まり(イリーズニ，

ニシヌズリ)が分布する水深2∞-350皿程度の平坦商が広がる.さらに北側

には，北東一南西方向の直線的で明瞭な傾斜変換総(水深300-4∞m)が
認められ，水深1，卿-1.. 制 mに逮する顕著な急傾併商を経て，水深1.5∞~
2.似lOmの沖縄舟状海盆に連続する.東方海域では水深2∞mまでの斜面傾

斜はやや緩しその沖合に水深3ω-4OOmの平坦耐唱められる.甫方海
域では，石垣島・黒島・新城島の南海岸から沖合へは急傾斜面が発途し，
水深200-3助 n付近の傾斜変換厳以深で傾斜はやや媛くなる.特に石垣島

南東捕の神合では，この変換線の南側は水深200-260mの平坦商となって
いる.さらに南方では，水深200-加盟の平坦面の南側には急傾斜面が見ら

れ，この斜商上には甫北方向の石垣海底谷群が発達している.黒島や新城

島の沖合に東北東一西南西方向に伸長した黒島海盆(最濠部約1.20伽)と
黒島海丘(頂部約630m)が認められる.西表島の甫方から波照間島や中御
神島の周辺にかけての南西方海域では，比較的緩やかな斜面が広がってお
り，水深2∞m付近に広い平坦面iJS見られる.北西海域では，上記の海織と

は様相を具にしており平坦商は殆ど見られない.海底面は，水111，000-
1.6OOm程度の範囲で北おに緩やかに傾斜しており，東西方向に伸長した尾
根状の高まり(盛繭堆，量る蒔堆，諦m堆など)と地溝状の窪地が配置してい

る.両者の比高差は500-6伽』こも遣し，その聞は包傾斜面となっている.

2.2 陸域地形
石垣島地域の陸域における地形的特畿は，山地・丘陵をもっ島とそれらを

もたない島に二分できることである.沖縄地方では，両者をそれぞれ「高島J，
I低島」と呼ぶ.前者は八重山列島の主要な島である石垣島・小浜島・西表
島と与那閏島を含んでおり，後者はそれ以外の比較的小規模の島院である

o中縄県， 1985， 19鈎87の). 
石垣島(面積豹忽2.6km')と西表島(面積約289.3皿

の束部と酉部に位置し，主に中生界~中新統の地層 ・岩体からなる山地・丘
陵が形成されている.石垣島では，沖縄県の最高峰である長:a;金岳

(525.8m)を中心に標高3∞~攻防n程度の山地が北東一南西方向に速なり，
その北端は平久保崎に逮する.山地の周辺，特に甫側には標高岡-GOql以
下の丘陵や段丘が発達する.西表島では，東部から中央部にかけて古克昏
{必9.5m)，テト勺山(441.2m)，波照間森(447.3m)などが位置し，背商高度

300-40伽nの定高性をもっ山地が島の大部分を占める.この山地は急傾斜

面をもって海岸に遣するので，西表島は台地状の形状をなしている.丘陵は，

東部や北西部などの山麓前面に発達し，その海岸ffl'!'!!こは段丘が見られる.
小浜島(面積約7.8km')には東部と西部(最高点は大岳の標高99.2m)に丘

陵が見られるが，島全体では段丘が発達している.与那閏島(商積約

28.8km')は，南部の八重山層群分布域に丘陵が見られるのに対し，琉球層
群の石灰岩が分布する北部では段丘が発達し，両者の地形の差異は比較

的明瞭に撲される(沖縄県， 1987).これら岡島とも，段丘の分布は琉重量層群

の石灰岩分布械におおよそ一致する.
石垣島一酉表島問の南側に位置する竹富島(商積約5.4km')，黒島(商積

約10.0km')，新城島(面積約3.3km')は，島のほとんどが琉球層群の石灰岩

で覆われ，起伏に乏しい比般的平坦な段丘で特徴づけられる.波照岡島(面

積約12.8km')や鳩間島(面積約LOkm')も同様』こ，琉球層群の石灰岩からな
る段丘古鳴逮している.これらの島艇の標高は，抑n以下である.

(中江訓}

3，地質

3.1 地質概要
石垣島地域には，三畳紀以降の様キな地層・岩体が分布している(第1

表).賛同(1鈎)による八重山列島での先駆的調査では，黒雲母片岩及び

頁岩・砂岩(薗顕部類:Kunchang Group)，安山岩が卓越する火山岩

(Volcanic Rock)，花陶岩(Grani旬)，砂岩・頁岩及び挟炭層(西表部類:
Iriomote Group)，ザンゴ石灰岩(那覇石類:NabaRock)の5つの異なる地
層・岩体が識別され，地質図古噛かれた.黒岩(18鈎)は，圃頭部類を雲母

片岩・緑泥片岩・藍肉片岩などからなる結晶片岩類と，粘板岩・盛岩などか

らなる堆積岩類に二分するとともに，第三紀の石灰岩を見出した.
Y oshiwara (1901)は，石垣島に点在する様岩・砂岩・凝灰岩などからなる

地層が黒岩(1899)の第三紀石灰岩に密接に伴って.出することを初めて見

出し，これら(Tertiaryrocks)の地質時代を第三妃とした.青木(1932)は，
この第三紀の地層に対し宮真層群と命名した.その後Hanzawa(1935)は琉
球孤の包括的調査に基づいて，八重山列島における堆積岩類の共通の層

序区分として下位より， Palaeozoic formation (古生層)， Miyara beds (富
良層群)， Yaeyama coal-bearing beds (人重山爽炭層群)， Sonai 
conglomerate (租納様岩).Riukiu limω旬ne(琉球石灰岩)， Kun泡釘瓜

gravel (圃頭穣層)を設定した(第2表). 

本地園駅阿垣島地域の地質系静下〓，トムル"'M-融 成 書
類，含蒔層。舌阜層・コーキ石灰岩，長島層・緬"層・由希火山岩類.崎
枝流紋岩，於茂畳深成岩他人重山層群，租納様岩，富嘉層，琉球層群，

ならびに砂丘・海浜・砂19f.湿地・海岸低地などの堆積物に区分する(第1，
2表).トムル層・舟崎変成岩類は， 22Q-I90Malこ脊色片岩相(藍閃石片岩
相)に逮する低温高圧型変成作用を受けた変成岩からなる，宮崎層は，ジュ

ラ紀前半の付加作用で形成された堆積岩を主体とする複合岩類である.宮

良層・コーキ石灰岩は，始新世に浅海域から海岸近傍で堆積した砂岩・シル
ト岩・石灰岩であり，海底火山起源の溶岩・火山砕屑岩からなる野底層・細
崎層・曲布火山岩類がこれらを覆う.トムル層，宮崎層，野底層に貫入した

崎技者証紋岩は，野底層の火山活動に関連した岩脈であるとされる.於茂登

深成岩体は，漸新世の深成活動により地下の比較的浅部に貫入した花尚岩
類である.八重山層群は，中期中新世における浅海遠浅の環境で形成され

た砕屑性堆積物で，石炭層を挨有することを特徴とする.琉球層群は，上記

の地層・岩体を不盤合に覆う中期~後期更新世の石灰岩ならびに様で，当
時の島棋梅岸近傍に形成されたザンゴ礁に起源をもっ.このほかに，波照間
島には島尻肩書宇の一部に対比される上部鮮新統~下部更新統の富嘉層が，

西表島には中部中新統~下部更新統と判断される時代未詳の租紡疎岩が
僅かながら分布する.

(中江訓}

3.2 中生界
石垣島地域では，後期三畳紀~前期ジュラ紀の変成年代を示す低温高圧

型変成コンプレックスと，ジュラ紀の沈み込み帯で形成された付加体堆積岩類

が中生界に属し，石垣島・竹富島・小浜島・加屋其島・西表島に露出する.
これらは，費回(1885)によって圃頭部類に含められたが，これ以降は単に古
生層ないしPalaeozoicformationと呼ばれた(Yωhiwara， 1901;青木，1932
; Hanzawa， 1935).その後Fosterd al. (1960)ならびにFoster(1965)は，
岩相と表成度の違いから，高圧型表成岩からなる下位のTumuru
Formationと弱変成の堆積岩を主体とする上位のFu-sakiFormationとに歳

別し，両者を合わせてIshigakiGroupと命名した.

これらの名称について， Saiωdal. (1973)はTum町 uFormationに対比
される西表島の変成岩類をツムル肩とし，松本(1964)はFu-sakiFormation 
を宮崎層と表記した.白尾ほか(1976)はFoster{1965)の層序区分にほぼ従



ったが，名称表記をトムル層，フサキ層，石垣層群とした.トムル層と宮崎層を

一括して八重山変成岩類(木崎・高安， 1975)と呼ぶこともある.しかしなが

ら.トムル層の褒成時期が後期三畳紀~前期ジュラ紀であるのに対し，宮崎

層は前期ジュラ紀以降に形成が始まり前期白亜紀に弱変成作用を被ったこと

から，両層の形成場は異なり(磯崎・西村， 1989;西村ほか.1990; Ujiie 
and Nishimura， 1992)，石垣層群あるいは人霊山変成岩類として一括でき

ない(西村ほか， 1990; Uj出 andNishimura， 1992).従って本地質図幅で

は，トムル層(TumuruFormation)と宮崎層(Fu-6akiFormation)を適用

する
(中江訓)

3.2.1 低温高圧型変成コンプレ7クス(トムル層，舟崎変成岩豊富，及ぴ相当

層)
石垣島，小浜島，加屋真島及ぴ西表島には共通した岩相及び変成作用

の特徴をもっ変成岩類が分布する.これは後期三畳紀~前期ジュラ紀に形

成された低温高圧型変成コンプレyクスの変成岩類であると考えられる.

石垣島地域の低温商庄型義成コンプレ?クスの変成岩類は，石垣島ではト

ムル層(Fosteret 41.. 19ω;白尾ほか， 1976).小浜島では舟崎変成岩類

(篠田・木崎， 1976)と呼ばれる.また，石垣島から西表島にかけ分布するトム

ル層及u相当層をトムル疲成岩類(西村ほか， 1990; Nishimura， 1998)，ト
ムル層と宮崎層(Fosteret aJ.， 19ω;白尾ほか， 1976)を一括して人重山変

成岩類(木崎・高安， 1975)と呼ぶ場合もある.

石垣島に分布するトムル層は，普鉄質片岩，泥質片岩.変成斑れい岩，

珪質片岩，表成かんらん岩からなる(Fosteret al.， 1960; Foster. 1965;白

尾ほか， 1976;藤井・木崎， 1983;金子ほか，笈附3).高角断層によるプロッ

ク化や始新統~更新統による被覆によって，トムル層全体の構造はわかりにく

くなっているが，石垣島中央部の甫偏にトムル層の見かけ最下部が分布し，

北東に向かい上位の層準が現れる(西村ほか.1983).さらに始新統が広く

分布する野底岳周辺巳トムル層の上部から最上部とシンフォームが伏在する

と推定され，北京都の合鼠向以北では見かけ上部が分布する.

石垣島中央部の於茂登岳東方から甫西部の白保にかけては，トムル屑が

比較的まとまって分布する.この付近に分布するトムル層の見かけの層厚は

釣2.∞Omであり，下部は変成斑れい岩，変成かんらん岩，苦鉄質片岩，珪

質片岩及び泥質片岩，上部は主に苦鉄質片岩左泥質片岩からなる(藤井・

木崎.1983).北西一南東走向で北東傾斜の片還が卓越する.重E成11れい

岩には残留鉱物として単斜輝若や緑色~褐色角閃石が認められる.変成か

んらん岩は蛇紋岩化したダナイトを主とする.

石垣島北東部のトムル層は主に苦鉄質片岩と泥質片岩からなり，明石から

平久保崎に分布する平久保ユニットと.トムル崎から伊原聞に分布する伊原

聞ユニットに区分される(金子ほか， 2003).このユニット区分では，平久保ユ

ニ沖地雷見かけ下位で，伊原岡ユニ7トが見かけ上位と推定される.平久保ユ

ニットの見かけの層厚は2.反蜘1以上，片理は北西一甫東から東西の走肉を示

し，東西走肉の軸商を持つアンチフォームが平久保付近に存在する.平久保

ユニットの見かけ下部から中部では脊鉄質片岩が卓越し，見かけ上部では泥

質片岩が卓越する.伊原関ユニットの屑厚は1，87Om以上，片理は北西一甫

東走向を示し，北西一南東走向の軸面をもっシンフォームがトムル崎と伊原聞

のほぼ中間地点に存在する.下部では苦鉄質片岩が卓越し，上部では苦鉄

質片岩に泥質片岩が顔繁に挟まる.両ユニットの普鉄質片岩の一都には枕

状溶岩の原岩組識残したものがある.

石垣島西部の 良都岳南東のトムル層は苦鉄質片岩を主体とし，北北西

一南南東走肉で西傾斜の片理が卓越する.

小浜島に分布する舟崎度成岩類は，重E成班れい岩，普鉄質片岩，泥質

片岩からなる(篠回・木崎.1976;藤井・木崎， 1983;木崎， 1985).片理は

北西一甫束~東西走向で甫に緩く傾斜する.加屋真島の変成岩類は変成)1

れい岩と泥質片岩からなり(藤井・木崎， 1鈍3;木崎， 1985)，片理は北西一

南東~東西走向で緩く甫へ傾斜する.西表島東部の野原崎付近に分布する

変成岩男買は，苦鉄質片岩を主とする(松本， 1971; sai加 etat，1973;荒木・

中川.1978;藤井・木崎， 1983;木崎， 1985).東北東一西南西走向で北

傾斜の片理が卓越する.

石垣島地域に分布する低温高圧型変成コンプレックスは青色片岩相(藍閃

石片岩相)の変成作用を被っており，苦鉄質片岩の一部は典型的な青色片

岩(藍閃石片岩)となっている.この変成コンプレックスは泥質片岩の鉱物組

合せによって.ぎくろ石が出現しない低温の緑泥石帯と，ぎくろ石が出現する

高温のぎくろ宥帯に分帯できる，

緑泥石平野はさらに低温部と高温部に細分できる.細分は泥質岩の鉱物組

合せに加え苦鉄質岩の鉱物組合せを使うことで可飽となる.両者を使った度

成分帯により.トムル層と宮崎層からなる人重山変成岩類は，低変成度から高

変成度へI-lV帯の4帯に分帯される(西村ほか， 1983).低温高圧型変成

コンブレyクスの緑泥石帯l主K重山変成岩類のE帯とE帯に相当し，ぎ〈ろ石

帯は町帯に相当する.n帯では普鉄質岩にパンペリ]石が生じており， m帯

では苦鉄質岩にパンペリー石が生じていない.従って，緑泥石帯はE帯相当

の低温部とE帯相当の高温部に細分可盤である.なお，入重山変成砦類の

I帯は富崎層に限られ，低温高圧塑変成作用を特徴づける鉱物組合せを産

せず.再結晶作用も不十分である.

石垣島のトムル層は，見かけ下位から上位へ向かつて変成度が上昇する

逆転温度構造の存在が推定されている(西村ほか， 1983; Nishimura， 

l鈎8).中央部のトムル肩は大部分が緑泥石帯低温部に属し，浦底湾から野

原崎にかけての見かけ上位の層準が緑泥石帯高温協に属する.西協の屋

良書E岳南東のトムル層も緑泥石帯高温郁に属する，浦底湾東岸から野原崎

にかけて見られる北西一南東走肉の高角断層北東側と北東部のトムル層は，

ぎくろ右手官に属する.ノj、浜島の舟崎益成岩類，加屋奥島及び西表島の褒成

岩類は，すべて緑泥石帯低温部に属する.石垣島中央部の緑泥石帯低温

部からはローソン石(木崎・渡辺.1977;渡辺・木崎， 1978;西村ほか，

1鈎3)，リーベ?ク閃石エジリン石英片岩(Hash皿o偽 1974)，度成あられ石

(Ishizuka and Imaizumi， 1偲8)の産自が報告されている.ローソン石防』、

浜島の緑泥石帯低温郁からも見つかっている(西村ほか， 1983).石垣島北

東部のぎくろ石干普からは，パロワ閃石(西村ほか， 1983)と変成あられ石(金

子ほか， 2003)の産自が報告されている.トムル屑の泥質片岩に含まれる炭

質物を用いた地質温度計により，緑泥石帯低温部で約350t.ぎくろ石帯で

450t以上の変成温度が見積もられている(Nu∞getal.， 2ω8). 
石垣島地域の低温高圧型復成コンブレyクスの変成年代は，緑泥石帯低

温部からぎくろ石帯にかけて採取された泥質片岩15試料のフェンジャイトK-Ar
年が220-190Maに集中(Ujiieand Nishimura， 1筑沼;Nishimura， 1998; 
Nuong etal， 2∞8)することにより，後期三畳紀~前期ジユラ紀と推定できる.

この他にも石垣島のトムル層からは240-160Maの放射年代が報告されてい

る(Shibataet al.， 1968 ;柴田ほか， 1972;西村ほか， 19関;Faure etaJ.， 
1988).なお，本変成コンブレ?クスからは化石の産自がなく，原岩の堆積年

代は不明である.

(宮崎一博)

32.2宮崎層
石垣島と竹富島に分布する富崎層(Fosteret al.I960)が下部ジュラ系に

属する.これは，前期ジユラ紀以降に沈み込み帯に沿って形成された付加体

堆積岩類とみなされる(i臨時・西村.1989).宮崎層は主に，チャート，石灰

岩，泥岩，砂岩，泥質混在岩から構成される(F，田:tereta1.， 1960; Fos匂r，
l鉛5;白尾ほか， 1976;磯崎・西村， 1989).この他には，砂岩層理由晴断

・分断した砂岩泥岩互層や玄武岩も僅かながら分布する.泥質混在岩は，

泥岩を基質としその中に砂岩，チャート，石灰岩，玄武岩などのレンズ状岩塊

(長径数cm-数10m程度)を不規則に含有する岩石である.基質の泥岩は

努閉が発達していることが多い.Foster etaJ. (1960)及びFoster(1965)の
conglomぽ ate，白尾ほか(1976)の様岩状砂岩，藤井・木崎(1983)の構造

住疎岩などがこれに含まれる.宮崎層は低度の変成作用を受けており，チャ

」ト・石灰岩は結晶貨に，泥岩・砂岩は千枚岩質になっているところもあるが，

変成度を規定するのに有効な変成鉱物はない(磯崎・西村， 1989). 
宮崎層は，上位の宮良層.If底層と琉球層群に不整合で覆われる.また

於茂埜深成岩体を構成する漸新世の花両者類に貫入きれ，その近傍は接触

変成作用を被りホルンフェルスになっている(Foster~t al.， 1960 ; Fωter， 

1965).宮崎層とトムル層の層序闘係については，畠鼠衝上断層(藤井・木

崎， 1983)によって宮崎層の上位にトムル層が衝上したと解釈された(磯崎・

西村， 1989)が，実際は宮崎層とその上位に累重する野底層に対してトムル

層が術上する関係である(藤井・木崎， 1銘3).
石垣島に分布する宮崎層は，大局的には半波長問-2.000m程度で東北

東一西南西方向の輸を持つ領曲構造に支配される.竹富島に露出する宮崎

層も，同方向の分布を示す.さらに禰曲軸に対して斜交する高角傾斜断層

が，富崎層の分布を北西一甫束方向で横断する.宮崎層を構成する泥質混

在岩，チャート，砂岩泥岩互属などの内協においては，地層としての上位方

向地電不明であるだけでなく，各岩相聞の層序的上下関係も明確でないので，

この褐曲構造をシンフォーム及ぴアンチフォームとして扱う.

石垣島では，南西部の模式地である宮崎(国土地理院発行の25，000分の

1地形図での地名表記による)周辺からパン't.fr.首会長にかけての山地，な

らびに中央部の於茂畳岳山麓から西部の名歳湾沿いに，まとまった分布があ

る.冨崎では下院は不明ながら下位より，泥質混在岩(層厚鉛-5Om)，泥岩

(扇厚3m)，チャート(層厚8-12m)，塊状砂岩(層厚8-12m)，砂岩を挨有

する泥岩(層厚回m以上)からなる層序がi5:定された(F偶.teret aJ..l使氾). 

冨崎付近では，砂岩とチャートのレンズ状岩塊を含む泥質混在岩が卓越し，

その聞にチャートが数層準に挨有される.チャートの層厚は100m程度で，側

方への連続性は乏しく走向方向へ悶-2倒肱1程度しか分布しない.パンナ

岳から前勢岳に至る山地でも冨崎付近と同様に，チャートと泥質混在岩が分

布する.パンナ岳北鷲には，細粒の菅鉄質火山砕肩岩が露出する.またパン

ナ岳甫麓には結品質石灰岩の分布が知られている(白届ほか， 1976;藤井・

木崎， 1983;磁崎・西村.1989).これらの地域の宮崎層は，東北東一西南

西方向の輪を持つ槽曲構造をなしており，北ならびに爾に30'-80'で傾斜す

る.アンチフォーム軸は冨崎南方から前勢岳・パンナ岳の北麓にかけて通り，

その甫北にシンフォーム輔がある.名蔵相き沿いでは，北輔の赤崎に玄武岩・

石灰岩・チャート・砂岩の岩塊を含む泥質混在岩が僅かに2露出するが，その

甫個の海岸沿いや於茂畳岳西鷲には層厚1∞m以下のチャートを数層準に挨

有する砂岩泥岩互層が分布する.於茂登深成岩体の花尚岩類に貫入される

ためチャートの分布は途切れるが，側方へ数km連続する.この地域の宮崎

層は，東一酉ないし東北東一西南西方向の軸を持つシンフォームとアンチフォー

ムに支配され，北ならびに甫に30'-70'で傾斜する.於茂畳岳の甫.及び束

貨に分布する宮崎屑は，名蔵君事沿いのチャート砂岩泥岩互層・泥質混在

岩の東延長に相当するが.走向は北西一南東方向になり， 20'-30'程度で北

東に緩〈傾斜する同斜構造をなしている.この構造は，上位のトムル層に調和

的である.

竹富島では，北端の海岸と中央部に富崎層が分布する.海岸沿いでは，

砂岩やチャートの岩塊を含む泥質混在岩と破断した砂岩泥岩互層が露出し，



東北東一西南西走向で北に30'程度で傾斜している.中央部の集落には，チ

ャートからなる露頭が散在している.これらの走向・傾斜も北部海岸と同様で

ある.
宮崎層の形成時期については，これまでに幾つかの産出化石に基づく検

討がある.Faure d al. (1986)はチャートから三畳紀の後半ないしジュラ紀の
前半を示す放散虫化石の産出を報告し，宮崎層の形成時期をジユラ紀の後

半と予想した.その後，磯崎・西村(1989)I主小型有孔虫・コノドント・放散虫

の化石に基づき，石灰岩は中期~後期ペルム記，チ守ートは:;ff炭紀末期~後
期三畳紀，珪質泥岩は前期ジユラ紀であるとし，これらの岩相組合せとその

堆積時期に基づいて宮崎層は中期ジュラ紀に形成された付加体堆積岩類で
あると結鎗づけた{根崎・西村， 1989).一方，千枚岩賀泥岩から144-
129Ma(前期白亜紀)の白雲母K-Ar放射年代が報告され，宮崎層が付加体

として形成された後に低度の広域変成作用を被ったとみなされた{西村ほか，

l蜘 ;Uj泌 andN1Shirnura， 1卿). 
(中iL訓)

3.3 中部~上部始新統
石垣島.小浜島及び西表島には，浅骨量成砕屑岩・石灰岩とこれに密接に

伴って分布する火山岩，ならびに流紋岩が分布する.これらは中部~上部始

新統に属する.
Ha且zawa(1935)は，石垣島において安山岩に密接に伴って分布する砂

岩・様岩・石灰岩・凝灰岩からなる富良層群(青木， 1932)をMiy訂 abedsと
呼ぶとともに，凝灰岩をMiyarabedsから除外して西表島に分布する
Yaeyamac叫・.bear泊gbedsの下部層準に含めた.F，田町daL(1960)は
Hanzawa (1935)のMiyarabedsをMiyaraFormationに改称し.Yaeyama 
∞al-bearing bedsに含められていた安山岩と凝灰岩を，地yaraFormation 
との層序関係が不明確なままN冊目，koFormationとして新たに定義した.その
後.Saito et aL (1973)は西表島の人重山層群(松本.1964によりYaeyama
∞a1・be紅白gbedsから改称)について，上部の石炭層を挟在する砕屑岩との

不整合関係に基づき下部の安山岩・凝灰岩を八重山層群から分躍して新た

にYubuVolc副 cs(由希火山岩類)と呼ぴ，石垣島のNosokoFormationに
対比した.白尾ほか(1976)は.Foster et al. (1960)の層序区分をB署捜し，
下位の宮良層と上位の野底層とした，これらに対し中)1[ほか(l鈍2)は，宮良

層在野底扇を一括して富良層群左し，従来の富良層を富良川層に改称した.
しかしながら，これら堆積岩と火山岩の議別は黒岩(1899)やYoshiwara
(1901)によって初めて認識されて以来， i富良」の地理的名称は一貫して堆

積岩を主体とする届序単元に対して適用されてきた経緯がある.従って，本
地質図幅ではFosteret al. (1960)ならびに白尾ほか(1976)の名称と層序区

分を使用する.

堆積岩のうち，石垣島と西表島に分布するものは宮良層(青木.1932; 
Foster et al.. 1960 ;白尾ほか， 1976)，小浜島に分布するものはコーキ石灰
岩(篠田・木崎.1976)と呼ばれる.火山岩は，石垣島では野底層(F口ster
dal.， 19ω;白尾ほか， 1976)，小浜島では細崎層(篠困・木崎， 1976)，西
表島では由布火山岩類(SaiωetaL.1973)と呼ばれる.

これらの他に中期始新世の年代をもっ涜紋岩が，石垣島地域に認められ

る.そのうち地 |図こ表示できる規模のものとしては，石垣島に分布する涜絞
岩岩脈であり，崎枝流紋岩と呼ばれている(Fosteret al.. 1960) .当初この

流紋岩は，漸新世の於1t登深成岩体に密接に関連するとみなされていた
(Foster et aL. 1960)が，後述のように両者の年代は著しく異なり，むしろ野
底層を形成した火山活動の一部に関連づけられた(松本・大四， 1鈎2;大囚

ほか.1987). 

3.3.1 宮鳥居・コーキ石灰岩

石垣島に分布する宮良層(青木.1932; Foster et al.. 1960 ;白尾ほか，

1976)は，砕屑岩相と石灰岩相からなる.砕屑岩相の主要な岩相は，磯岩，
粗粒~細粒砂岩，石灰質砂岩，シルト岩などであり，石灰岩相は灰白色の硬
質石灰岩で構成きれる(F，関teret al.， 19ω) .上位の層準では凝灰質砂岩・

火山諜凝灰岩などを伴う.穣岩は，砂質~石灰質基質と小諜大~大理署大の
角割曜から構成され，しばしば砂岩と互屑する.機種としては，トムル屑や富崎

層起源の変成岩・チャート・砂岩などが卓越する.砂岩及ぴシルト岩は，場所

により凝灰質になる.石灰岩には，石灰.・サンゴ・大型有孔虫などの化石
が含まれる(Hanzawa，1935;白馬ほか， 1976).宮良層の層厚は，数1伽n
-100m程度である.トムル層・宮崎層を不整合に覆い，西部の屋良部岳で
は野底層に，南部では野底層あるいは琉球層群に覆われるCFosteret aL， 

1960).野底層との層序胸係は，初め不整合と推定された(Foster，t al.. 
1960)が，両周の漸移関係が確認された(白尾ほか.1976;金子ほか.
2∞3)ことから，整合であるとみなされる.宮良層は.一般に北西一南東走向
で甫または甫西に5・-35・程度で傾斜している(F，ω回 帰r脱却). 

宮良層は，宮良周辺昔、ら石垣市街の北方，東部の桃星¥星野・大里周
辺，西部の屋真部半島，ならびに北東部の伊原聞から久i良などの，海岸
沿いや丘陵に分布するCFosteret aL， 1960 ; Foster， 1965)，模式地である

宮良では，下部の様岩から中部~上部の灰白色で鍛密な石灰砦と砂質石灰
岩からなる屑厚約70mの層序が認められる(白尾ほか， 1976).屋良部半島

の大崎北方では，下位から細粒砂岩.シルト岩.凝灰岩を伴う石灰質砂岩が
累重し，北北西一甫甫束走向で酉に20'程度で傾斜する.また東海岸の星野

近傍では，下部に基底礁岩を伴う層厚約ω皿の石灰岩が分布する(白尾ほ
か.1976).伊原聞から久字阜の西方海岸では下位より，疎岩，小礁を含む
粗栓砂岩，石灰質砂岩，砂質石灰岩が，南南西に10'-20'で傾斜して分布

する(金子ほか.2003).. 
小浜島では北部の夫畠付近に，ローキ石灰岩が分布する(篠田・木崎，

1976).級審で硬貨な灰白色~灰色の石灰岩を主体とし，砂質石灰岩や石
灰岩機岩を伴う.石灰岩から，石灰藻や大型有孔虫の化石が報告されてい
る(Hanzawa， 1935).舟崎変成岩類との直接の層序関係は不明であり.11
球層群のウルロー石灰岩に覆われる(篠田・木崎， 1976). 

西表島北東部の古見岳周辺にも宮良層の鴛出が知られており，層厚約
抑 nでほぼ水平な分布を示す(匂加 etaL， 1973) .ここでもトムル層を不整合

で覆い，トムル層変成岩の亜円.からなる基底.岩とその上位の硬貨石灰岩

からなる(Saito，t al.， 1973;荒木・中)11， 1978).この石灰岩からは.後期
始新世を示す大型有孔虫や石灰藻などの化石が報告された CUjiieand 
Miy噌.1973). 

海棲の貝化石や石灰岩の存在から，宮良層は浅海域から海岸近傍の堆

積物であると考えられている(Fロster.1965).堆積時期は，石灰岩から産す
る石灰藻・サンゴ・大型有孔虫などの化石から，後期始新世(Hanzawa，

1935; Saiωet al.， 1973;白尾ほか.1976;荒木・中川.1978).あるいは浮
遊性有孔虫化石及び石灰質ナンノ化石に基づき，中期~後期始新世ときれ
る(中森ほか.1998). 

3.32 野底層・細崎層・由布火山岩類

石垣島の火山岩は，野底層CFosteret aL. 19ω;白尾ほか.1976)であ
る，主に，淡緑色で細栓~粗粧の成層する凝灰岩と，安山岩を主体とする擦

を含む凝灰角磯岩からなり，安山岩及ぴ流紋岩~デイサイトの溶岩を伴う
(F，田iIerd al.， 1960; F，由民r，1965;白尾ほか.1976;金子ほか， 2003).ま
た軟体動物・掠皮動物・大型有孔虫の化石を含む凝灰岩(白尾ほか.1976) 
のほか.生痕化石を含む海成の砂質凝灰岩も見られる(金子ほか，初03).

扇厚は約3∞~ぽ陥D.野底鳳は石垣島東北都の野底岳を模式地とし，平久
保半島の久字具，西部の)II!f.半島~屋良部半島の西海岸，東部の野原崎
周辺，甫部の富良ならびに石垣市街地の北方に分布する.富良肩とは整合

関係であり，事E球届君事に不整合で覆われる.

平久保半島では，久字良周辺にトムJレ層と宵良層を覆う凝灰岩が分布し，
その西側の海岸沿いには安山岩溶岩が11出している(金子ほか， 2003).模
式地を含む野底岳周辺では，凝灰岩と凝灰角様岩の分布が卓越しj安山岩溶

岩が凝灰岩に挟有される(Foster，t al.， 1960; Foster， 1965;白尾ほか，

1976;金子ほか.2003).北東一甫西方向の走肉を示し，同方向の軸をもっ
楢曲構造が認められる(白尾ほか， 1976;金子ほか， 2003).川平半島の西

海岸沿いでは，凝灰角疎岩や火山角蝶岩が卓越し凝灰岩の分布は狭い.ま

た流赦岩務岩が見られる(Fos旬r，t al.， 1960; Foster.1965).屋良部半島
では屋良部岳の西麓から西海岸沿いに，凝灰岩と凝灰角穣岩の好露E買が連
続し，宮良層の砂岩が野底層の凝灰岩に漸移する(Foster，t al.. 1960 ; 

Foster， 1965;白尾ほか.1976).ここでの野底層は， ~t北西一南南東走向
で西に10"-20"で傾斜する(白尾ほか.1976).さらに野原崎，宮島，ならび
に石垣市街地の北方にも，野底層の凝灰岩と凝灰角様岩が分布する

(F，ωter daL.I960; F，ωter.1965) . 
細崎層(鎌田・木崎， 1976)は，小浜島の西宮~-中央部に分布する.凝灰

岩，凝灰角穣岩.凝灰質砂岩などからなり，これらに貫入する小規模な安山
岩が細崎周辺に認められる.層厚は50伽n以上である，東西走向で甫に緩〈

傾斜している.

西表島北東部の古見岳周辺に.出する由布火山岩類(Saitod al.. 
1973)は，南北走向で西に緩く傾斜し，宮良層とトムル層を不整合で覆う.八

重山層群とは不整合関係である.層厚は250m程度である.(Saito d al.. 
1973 ;荒木・中)11， 1978).下部は主に安山岩質の火山角様岩，凝灰角喋
岩ならびに溶岩からなり，上部はiit紋岩質~デイサイト質の火山磯凝灰岩や

凝灰岩などを主体とし，溶岩を伴っている(SaiωdaL.l釘3).
野底層の形成時期については，凝灰岩と凝灰質砂岩から宮良層と共通の

貝や有孔虫などの化石が産出しており，その時代は始新世とされる(白尾ほ
か， 1976). JII平半島では，野底層に属すとされた黒雲母流紋岩から，ジル

コンによるフイッション・トラ7ク法により43.5:l:1.8Ma(中期始新世)の年代値が報

告された(大四ほか， 1987).しかしながらFωter(l965)ならびに白尾ほか
(1976)の地質図を参照すると.この地点は於茂登深成岩体の分布域に含ま
れる.野底層の起源は海底火山の活動に由来するとみなされている(Foster
et al.， 1960; F，田.ter，l96昌). 

3.3.3 崎枝流量定岩

屋良部半島頭部の崎枝を模式地とし，東北部の平久保半島や野底岳周
辺で見られる(Fω.teret al.， 1960; F，目白r.1965;白尾ほか， 1976;金子ほ
か.2003).これらの他にも小規模の岩原が報告されている(中川ほか，
I錦2)が，地質図では省略した.

崎枝周辺の琉紋岩は，トムル層の泥質片岩と宮崎層の泥岩・泥質混在岩

に貫入し琉球層群に覆われる.級審で白色~灰白色または乳白色を呈し，石
英・併長石のZ置晶と石基からなる斑状組織をなす黒雲母流紋岩である

(Foster ，t al.. 1960 ;大四ほか， 1987).平久保半島南部の明石では，トム

ル層の苦鉄質片岩・泥質片岩に約抑nの幅をもって貫入しているのが観察さ
れ，北京一南西方向に約3.5kmにわたって分布する(金子ほか.2∞3).野底
岳北東の大浦川周辺では，石英lIf.晶を含む白色の石英流量t岩からなる岩!t

が，野底層の凝灰角高健岩に貫入する (Foster，t al.， 1960;金子ほか，
2003) .これらの地域の流紋岩には流理構造が見られ，無斑晶のものから石

英の斑晶が認められるものまであるCFosteret al.， 1960;金子ほか， 2003)，



崎技流紋岩の形成時期については，明石と崎校の流紋岩に含まれるジル

コンから，それぞれ47.5主3.0Ma(松本・大四.1銘2)ならびに44.1主l.8Ma(大
四ほか.1987)のフイ?シ冒ン・トラ7ク年代が報告された.これらの年代値は，

中期始新世に相当する.
{中江調)

3.4 漸新統
貫入岩の主要なものは.石垣島中央都の於茂登昏周辺に露出する深成岩

(花尚岩類)であり，この存在を初めて報告したのは賀回(1885)である.また

金子ほか(2003)は，石垣島から後期漸新世の安山岩岩IIIを初めて報告し
た.

鈴木(1937)は，石垣島の深成岩は酉甫日本及び北・中琉球孤と比較して

NむOに宮みCaOとMgOに乏しいことを明らかにした.Foster et al. (1960)は
この深成岩をOmotoGraniteと命名し，関連する火成岩をそれぞれCha.
yama Granodiorite及ぴSakiedaRhyoliteと称した.111野・加藤(1990)は，
Sakieda RhyoP'tç~除く深成岩をまとめて於茂畳プルトンと呼ぴ，分布域により
於茂登岩体，茶山岩体.111平岩体に区分した.さらに岩相と化学組成に基
づき，石垣型，茶山型，官良川1型，夫首型，於茂登型，名蔵川型に区分し，
各岩型の貫入関係を明らかにした，この深成岩は，地下の比較的浅部に貫

入した花闘岩類と考えられている(永瀕・加藤.1鎚3).

3.4.1 於茂登濠成岩体
川野・加藤(1鈎0)に準拠して岩型区分する.ただし石垣型と名蔵川型の

分布は狭小なため，地質図には示きない.

石垣型は中粒の花柄閃緑岩であり，他の岩型との貫入関係は不明である.
茶山型は，於茂登岳甫方に位置する幅約lkmで北京一南西方向約3kmの
茶山砦体を構成する.緑灰色~濠緑色を呈する花筒閃緑岩及び閃緑砦を主
体とし，石英閃緑岩を伴う.等柱状または班状ないしグラノフイ'}7ク組織を示

す(FosterDt aι.19ω; Foster. 1965; 111野・加藤.1990).宮呉川型は，

於茂登岩体束縁部の幅約200m.甫北約3kmの範囲に分布し，於茂登型の

花尚岩に貫入される.等粧状の閃緑岩及び石英閃緑岩からなる(川野・加
藤.1鈎0).大需型は川平半島南部において.於茂霊岩体西縁部と川平岩
体甫爺にかけて甫北約3kmの範囲に分布し，於茂登型の花筒岩に貫入され

る.主に白色~淡緑色を呈する細粒・等粒状のアダメロ岩からなり，花同岩を

伴う(JI[野・加藤.1旬。).於茂畳塑は，於茂豊岳から川平半島の東部にか
けて東西約7km.南北約6kmの範囲に分布し，於茂登岩体と111平岩体の大

半を占める.主要な岩相は白色~淡桃色を呈する等粒状-.状の組織を示

す花筒岩であり，グラノファイアー，アルカリ長石花筒岩，アダメロ岩を伴う(JII
野・加藤.1寝泊).名蔵川型は中粒の花筒閃緑岩で，於茂霊型に貫入する.

河野・植困(1966)は.JII平岩体に属する於茂登型の花筒岩から黒雲母

K-Ar法で21Maという年代値を報告したが，測定した黒雲母が変質していた
ため年代の著返りが起こったとしている.大四ほか(1986)は，フイ7ション・トラ

ック法により於茂登型の黒雲母石英モンゾ岩(11[平岩体)から29.9:!:l.1Maと黒
雲母アダメロ岩(於1t登岩体)昔、ら28.7:!:1.0Ma.茶山型の角関石黒雲母石英

モンゾ岩{茶山岩体)から29.8:!:O.8Ma'の値を報告した.従って於茂塗深成岩
体の形成時期は，漸新世の中頃である.

3.4.2 安山岩岩脈
石垣島北東部の野底岳周辺には，野底周の凝灰岩ならびに凝灰角磯岩に

貫入する小規模な安山岩岩脈が分布する(金子ほか.2003).玉取崎南方
の海岸沿いに露出する岩脈は，暗縁色を呈し斜長石と輝石の斑晶が見られ

る輝石安山岩であり，野底石崎の海岸に分布する岩脈は，わずかに斜長石
の班晶が見られる流理構造が顕著な安山岩である.これらの安山岩のK-Ar
年代は，それぞれ，27.7:!:0.7Ma~28.1:!:0.7Ma(金子ほか.2∞'3)であり，措置新
世の中頃に相当する.

{中江調)

3.5 中部中新統
石垣島地域における中部中新統は，西表島，中御神島.~J、浜島及び与那

国島に分布する八重山層群である.この申書S中新統は，初めに西表島に分
布する爽炭層に対して賀回(1885)により西表部類(IriomoteGroup)と称さ

れたが.H飢 zawa(1935)により挨炭層とその下位の安山岩質の火山岩がー

揺されYaeyamacoal・bearingbeds (八重山爽炭層群)と命名された後，
Yaeyama Group 仇重山層群)に改称された(Williamand Warren. 19ω 
;松本.1964).しかし人重山層群に含められた火山岩は，上書Eの砕屑岩

(挟炭層)と不整合関係にあることから除外され，八重山層翼手は砕屑岩のみ

からなる地層として再定義された(Sai凶etaL. 1973).その後，島ごとに層が
提唱され，あるいは部層に区分されたが，島旗開での層序単元の詳細な対

比iまされていない.入重山層群の堆積場として，当時のアジア大陸沖に広が

る広大な浅海途浅の砂質底海域の環境が推定されている{野田.1993). 
西表島の八重山層群は西表層からなり.下位よりA-Gの7部層に細分され

る(荒木・中111.1978).西表島全域にわたり分布し，北東部の古見岳付近

で由布火山岩類を不整合で覆う.一般走向は南北方向を示し，西方に約10'
傾斜する同斜構造をなす.なお，地理的名称を周いないA-G部周は公式層
序単元としては不適切なため，階層も含めた層序の再検討が必要である.

A部層は主に諜砦からなり，白色チャート，赤色チャート，変成岩などの円

嫌が多く認められる.層厚は約1ωmである.B部層iま，砂岩，砂岩シルト岩
互層からなる.互層中のシルト岩は炭質物を多く含む.層厚は関-71加であ

る.C部層は.穣岩，砂岩シルト岩互層.合植物片シルト岩及ぴ砂岩からなる.

下部で卓越する様岩は，礁の円摩度が低く基質が多い.浅海棲の軟体動物

の化石を産出する.厨厚は約70-90mである.D部層は，下部の淡黄色砂
岩と上部の砂岩シルト岩互層よりなる.互層は，層厚3O-60cmの暗灰色シル
ト岩と明灰色砂岩の等量互層である.層厚は70-1ωmである.E郁層は，斜

交層阻の発達する中~粗粒砂岩よりなる.層厚はl00-15Omである.F部層

(丙離島爽炭都周)は，砂岩シルト岩君事互屑，砂岩，石炭.炭質シルト岩より
なる.層厚は6ト 140mであるa 層厚50cm以下で側方への連続性の悪い炭

層を挨在する(佐h木・市川r.1964). G部層は，下部の砂岩シルト岩互層.

中部の砂岩，上部の一部で斜交層理を示す砂岩よりなる.中部の砂岩からは
軟体動物や有抗瓜などの化石が多産する.層厚は1抽 n前後である.D部層
の分布域と判断される地点から前期~中期中新世を示す放散虫化右が産出

している(本山ほか.2∞1l.F部届に属すると推察される石炭層から産出し

た花粉化石に基づき，温帯性~暖帯性の植生が推定されている(高橋・~，本.
1964;赤生ほか，笈)()2).
小浜島の甫東部に分布する人重山層群は，ピルマ崎層からなる(篠田・木

崎.1976). ~，ルマ崎層は，細崎層を傾斜不整合で覆い，北京一南西走向で
束に約1ぴ傾斜する.主に砂岩からなり，最下部に喋岩が見られる.砂岩は塊
状層理やトラフ状斜交層理などの堆積構造が見られ，しばしば大型の生痕化

石を伴う.事巨岩は不淘汰で，白色チャート，黒色片岩，緑色片岩，凝灰岩，

安山岩などの円~亜角礁からなる.層厚は120m以上である.細崎屑と不整
合関係にあることと岩相の類似性から，ピルマ崎層は西表島の西表層A部層
に対比きれる.

与B国島に分布する八重山層翼手は，下位より酋蒔層.Á~怯甚層. .Jtjir 
層，薪JII 層から構成される(矢崎.1錨2).ただし島全体に発達する断層
によりJ¥Jt山層群の分布がプロ7ク化されているため，各層関の層序関係は

直接確認されていない(矢崎.1982).小笠原ほか(1989)と鈴木・塚脇
(1989)は，八重山層群の各層を一括し低次の層序単元として与都圏屑へと

改称したが，再定義に足る詳細な層序記載地電ないため，矢崎(1982)の層序
区分に従弘

これらの地層は与那囲烏の中部から南部にかけて分布し，商東方向に10
-15'傾斜する.西崎層は，青灰~暗灰色を示す塊状凝灰質中粒砂岩を主と
し，一部で泥岩層をレンズ状に挟み互層をなす.層厚は約120mである.久書E
良岳層は主に泥岩優勢の砂岩泥岩互層からなり，一部で厚層砂岩層を挨む.
層厚は約18白nである.堆積相の検討から6つの堆積シーケンスが認定きれ，

下部沖浜から上部外浜の堆積環境地唯定されている(小竹・奈良.1995). 
多様性の高い生痕化石が産出する(小竹.1993;小竹・奈良.1993).比川

層は，主に砂岩優勢の砂岩泥岩互層からなる.上僚には厚き20-日cmほど
の石炭層を挟む.層厚は300-3おm以上である.本層からは，植物化石，浮
遊性有孔虫，軟体動物化沼が産出する(Nohara.1971;矢崎.1982).新

川易層は，下鵠の砂岩優勢の砂岩泥岩互届と上部の泥岩優勢の砂岩泥岩
互屑からなる.下部は石炭の覇軍層を挟む.層厚は3∞m以上である.本層か

ら生痕化石や軟体動物化石が産出する(板井ほか.1978;矢崎.1982). 
Okada and Bukry (1980)のCN3帯-CN4:帯に相当する石灰ナンノ化石と

Blow(I969)のN8帯に相当する浮遊性有抗必が産出している(小笠原ほか，
1989;鈴木・塚脇.1銘9)ことから，与那国島の八重山層群は，中期中新世
初頭の堆積物と考えられる.

(長森英明)

3.6 中部中新統~下部更新統
石垣島地域における中昔日中新統~下都更新統には..晶様岩及ぴ倉.

層が属する.それぞれ西表島と波照岡島に小規模に分布する.

3.6.1租納諜岩

租納穣砦(Sonaiconglomerate ; Hanzawa. 1935)の名称は，西表島北

西部の様式地「祖納」に由来するが.Hanzawa (1935)はこの様岩の日本語
表記を「租納」としたのでこれに従う.祖納付近に点在して分布し，砂岩，石

灰岩の円様~亜円礁を主体とする様岩からなる，層厚は5O-60mである(宮
城ほか.1974).租納様岩の堆積年代に関する報告はないが，人霊山層翼手

を不整合で覆いlil球層群に不整合で覆われることから，中期中新世の後期
~前期更新世の堆積物と考えられる.

3.6.2 富嘉層
'D'嘉層は，神谷・山田(1998)によって命名された.本層は，波照間島に

点在する小規模な人工露頭に.出し(?中村.1978;神谷・山田.1998).琉

球肩書宇に不整合で覆われる.育灰色泥岩層からなり，凝灰岩の薄属を挟む.
肩厚は約30m以上である(古JII.貧困.1978).有孔虫，軟体動物，職皮類，
植物などの化石が産出する (j中村.1978;神谷・山田.1998)，Blow(I969) 
のN21帯及びN22帯に対比される浮遊性有孔虫の産出から，後期鮮新世か
ら前期更新世に堆積したと推測される(i中村.1978;神谷・山田.1鈎8).岩

相の類似性及ぴ化石年代から.島尻層群に比較されている(沖村.1978;神
谷・山田， 1係渇). 

(長森英明}

3.7 中部~上部更新統
石垣島地域に分布する中部~上部更新続には，琉涼層群及び古期砂丘

堆積物申客含まれる.



3.7.1琉球肩書宇
琉球層群の名草生は， Yabe a且dH姐 zawa(1930)及ぴ矢部・半海(1930)

のRiukiulimestone (琉球石灰岩)に由来する.HolD_zawa(1935)によって
脳ukiulim四回eとその上位のKu均 amigravel(歯最耳東層)に区分された.

石垣島ではFosteret al. (1960)及びFoster(1965)によって.これらは
Ryukyu LimestoneならびにNaguraGravelに改称され，両者を一括して
匂kisl姐maGrσupと命名されたが，屑序関係については，両者は指交関係ま

たはR抑止yuLimestone~t上位であるとされた.その後， Sakishima Group 
は，琉球列島における普遍的な名草生である琉球層群と呼ばれた(白尾ほか，
1976) . 
これまで石垣島地域の琉球層群を構成する層は，一部を除いて島ごとに個

別の名称が使用されていた.本地質図幅では，更新統の石灰岩ならびにこ

れと同時異相関係にある非石灰質砕屑物からなる地層を琉球層群として扱
い，これに基づき琉球層群を石灰岩と様に区分する.

(1). ~車球層群の石灰岩
八重山列島のほぼ全ての島副院に分布する.各島における層序単元名は，

石垣島の大浜層(金子ほか， 2003)，小浜島のウルロー石灰岩(基底磁を除
く:篠岡・木崎， 1976)，西表島の住吉肩(一部の礁を除く:荒木・中)11，
1978) ，波照岡高の波照岡層(神谷・山田， 1鈎8)，与那国島のドナン層，ト

ウング困層及びサンニヌ台層(一部の擦を除く:矢崎， 1979， 1982)である.

黒島，竹富島，新城島，加屋真島，鳩岡島，中御神島などの小島には石灰
岩のみが分布するが.これらには闘有の名称は与えられていない.また各層
において，層序学的な見地や岩相解析に基づく詳細な層序区分は確立され
ていない.

造礁性サンゴ，有孔虫，軟体動物，練皮動物，石灰深草まなどの骨格や生
砕屑物から構成され，多孔賓で岩相変化に富む.与那国島では，石灰藻の

Hal:ωIdaを主体として構成される，Hali:蝉 Ida石灰岩が報告されている(井寵・
鈴木， 1990).基底には，非石灰岩質の礁が含まれることがある.形成時期

地情い石灰岩ほど，基費地帯品質となる傾向にある.
石灰岩から報告された多数の""TbJ畑U同位体比年代値に基づくと，現在の

陸域に分布する琉球層群の石灰岩は高海水準期にあたる海洋酸素同位体
ステージ(MIS: Marine lsotope Stage)に形成され，さらに異なる分布高度
を持つサンゴ礁段丘商と同位体比年代値には相関性があること古噌摘されて

いる(Omura，1錦4;大村ほか， 1鈎4;大村・太田， 1992;木庭ほか， 1987 
;児玉・大村， 1凱;山田まか， 2∞7など).従って本地質図掘で11"'TbI"勺
同位体比年代に基づいて，石灰岩を年代区分するa すなわち，阻S7以前
に形成されたと推定きれる石灰岩， MIS 5e1:形成された石灰岩，阻S5c以
後に形成されたと考えられる石灰岩である.MIS 7以前の石灰岩ならびに
阻S5c以後の石灰岩は.それぞれ複数のステ]ジにわたって堆積したと考え
られるが，年代値が十分に得られていないことや分布が狭いなどの理由から

一括した.
(1)a海洋複素同位体ステー-円以前の石灰岩

MIS7.以前に堆積したと4量定される石灰岩は，波照間島と与那間島に分布
する.波照間島では，標高3ト 必m以上の高きに分布する波照間層(神谷・

山田， 1鈎8)下部に相当し，国Tν甜 U同位体比年代の平均値として， 207土
3Ka(Omura， 1984)の報告がある.この堆積面は，河名・大城(1978a)の
I商，神谷・山田(1998)のI商，太田・据(1錦0)の1，n商に相当する.

与那国島では濠高の高い地域に分布するが，断層変位のため分布高度は
場所により異なる.圃Th/副U同位体比年代償として， 235:t:13-12Ka (大村
ほか， 1鈎4)などの報告がある.段丘化し;たMIS7以前の石灰岩の堆積面は，
木庭ほか(1987)のMll酉及びMll・面，大村ほか(1994)のE商に対比され

る.このほか，絶対年代値は得られていないものの， MIS7と推定される堆積

面よりも標高が商い木庭ほか(1987)のMI面ならびに大村ほか(1994)のI
商， n面は， MIS7より古い時期の石灰岩と考えられる.

(1)b.海洋酸素同位体ステージ5eの石灰岩

MIS5eに堆積したと推定される石灰岩は，石垣島，小浜島，西表島，波
照間島，与那国島に分布する.石1豆島では，中部から北部にかけて分布す
る大浜層(白尾ほか.1976)の下部がこれに相当する.""Tν甜 U同位体比年

代催として， 118.5:t:2.0Ka(Omura， 1984)などの事臣告がある.波照岡島では

波照閑層(神谷・山岡， 1998)のうち太困・堀(1980)のE面をなす石灰岩
が，阻S5eの石灰岩に対比される.周Thl"'U同位体比年代の平均値とし

て.128:!:7Ka(Omura， 1984)の報告がある.与那国島では，主に北部の海
岸沿いにMIS5eの石灰岩が分布し，勘rν劃 U同位体比年代値として1ω~
126Ka(大村ほか.1994)などの報告がある.この石灰岩の堆積面は，木庭
ほか(1987)のLI面に相当する.小浜島のウルロー石灰岩(篠田・木崎，

1976)及ぴ西表島の住吉属(荒木・中川.1978)からは年代値の報告はない
が，石垣島の石灰岩の分布が甫西方向へ延長していると見なして.両島の
石灰岩の堆積年代をMIS5eに含めた.

(1)ι 海洋酸素同位体ステージ5c以後の石灰岩
MIS5c以後に堆積したと推定される石灰岩は，石垣島，与部国島，波照

間島，黒島，竹宮島，新減島.加屋真島，鳩間島，中御神島に分布する.
与那国島の北部と甫部に分布する祖内石灰岩{矢崎， 1982)は完新鋭の隆

起石灰岩とされていたが，木庭ほか(1987)によりMIS5cに相当する年代値

(lOlKa)が報舎された.この堆積面は，木庭ほか(1987)のLll面及びLm
商に相当するa 波照岡島では，波照関層{神谷・山岡， 1998)のうち太田・

堀 (1錨0)の町~区画を構成する石灰砦が.MIS 5c以後の石灰岩である.
掛 Thl"'U同位体比年代の平均値として， 128:t:7Ka(Omura， 1鎚4)の報告

がある.石垣島の大浜層(白尾ほか.1976)の上部，ならびに黒島，竹宮島.

新城島.加屋真島.鳩開局.中御神島などに分布する石灰岩からは年代値
の報告がないが，これらの堆積面高度がMIS5eの石灰岩で構成されたサン

ゴ礁段丘商よりも低いことから， MIS 5c以後の石灰岩に含めた.
(2).琉球層群の諜
様には，石垣島の名蔵層(金子ほか， 2ω3) ，小浜島の段丘喋層とウJレロ

ー石灰岩(篠田・木崎.1976)の基阜".西表島の住吉層( 茶・中JrI，
1978)の一部，与都圏島のドナン層の久座部屑，トウング困層の帆安部屑，な

らびにサンニヌ台層の合議砂岩層が含まれる.これら以外の島艇では.諜の
分布は桓わずかである.

石垣島に分布する名蔵層(金子ほか， 2003)の名称は， Foster et al. 
(19ω)及びFoster(1965)のNa酔 raGravelに基づく.白尾ほか(1976)は

Foster et al. (1960)及びFoster(1965)のRyukyuLimestoneとNa即 ra
Gravelを一括して大浜層としたが，金子ほか(2∞3)はF幽 ter，t a1. (1鋭泊)
及びF園陸r(1965)の層序区分を踏襲した上で，それぞれを大浜層と名蔵層

に改称した.名蔵層は先新第三系の露出城周辺に分布し，これらを不整合
で覆う.層厚は最大船mである(木庭・貝柄， 1犯8).不調汰な疎から構成き

れ，磁の大ききは多様である.機種は下位の地層・岩体の礁からなる.亜円
疎から亜角礁を主体とすl明書，一部では円礁が卓越する.不淘汰な含様砂
が卓越することもある.底原ダム周辺では， 3層の複層に2層の海成粘土層

(Foster et al.. 1鋭泊及びFoster.1965のBWlぽ'ac1ay memb町に相当)が挟

まれる(木庭・貝柄， 1鎚8).Bunera clay member相当の海成粘土層から
は海棲無脊椎動物化石が多産する(Foster，1965;白尾ほか.1976;中)11

ほか.1982)ほか.M釘 tini(1971)のNN20帯及びNN21帯を示すナンノプラ
ンクトン化石が産出する(白尾ほか， 1976).このほか，ポーリングコアで得ら

れたBunerac1ay member相当層から産出したサンゴ化石のESR年代とし
て.173-222Kaの年代値が報告されている(Koba.t al.， 19衡にこれらのこ

とから，名蔵層は中期~後期更新世の堆積物と考えられる.
小浜島では篠回・木崎(1976)の段丘礁周とウルロー石灰岩の基底割慢を事血

球層群の穣に含めた.段丘諜層は，チャート，石英.変成岩などの角~円穣
を主体とし，層厚は5m以下である.堆積面は段丘化し.6面の段丘面を形成

している(篠田・木崎， 1976). 
西表島に分布する礁は住吉層(荒木・中)11.1978)の一部に相当し，砂岩

の同療を含む破層や砂様層からなる.石灰岩と指交関係にあり，海岸沿いに

点在する.層厚は10m以下である.
与都圏島に分布する様には，矢崎(1野9，1鍋 2)のドナン層久座榔屑，トウ

ング困層帆安部層.ならびにサンニヌ台層の合穣砂岩層が含まれる.矢崎
(1銘2)によると，これらの礎層は下位の八重山層群から由来した砂岩・シルト

岩など砕屑性堆積岩からなる円磯~亜角磁を主体とし，砂層，粘土居，亜炭
層を伴う.一部で石灰岩(峠石灰岩:矢崎.1釘9，1982)を挟む.粘土層から
は，軟体動物化石の産出報告がある{矢崎， 1錦2).

3.7.2古期砂丘堆積物
石垣島の東海岸に分布するraisedbeach叩 ld(F，明ter.1965l，ならびに

波照閥島の東海岸に分布する砂丘砂層(古}I[・富田.1978)を.古期砂丘

堆積物としてまとめた.これらは石灰貨の未商結砂及び細様よりなる.また石
垣島では軽石層が狭まれる(Foster.1965).年代値の報舎はない.段丘化
しているため更新統に含めたが，完新統の可能性もある.

(長森英明)

3.8完新統
石垣島地域の完新統は，新期砂丘堆積物，海浜堆積物，砂瞬堆積物，

マングローブ湿地堆積物，海岸低地堆積物，谷底低地堆積物及び後背湿地
堆積物などからなる.
新期砂丘堆積物及び海浜堆積物は，主要な島!::JJ、規模に分布する.主に

サンゴの砕屑物からなり，有孔虫，軟体動物や練皮動物などの破片を伴う.
一部はピーチロックとなる.不整合で覆う下位の地層・岩体に由来する疎地唱

められ，径1m以上の巨諜が分布することがある.石垣島白保に分布する新
期砂丘堆積物中の腐植土の"C年代値として.1.33(}%85B.P.の値合唱告され

ている{古川， 1977). 
砂噴堆積物は，石垣島の名蔵湾沿いの海岸や西表島の住者付近の海岸

に分布する.住吉では，いわゆる昼砂と呼ばれるBac幼1IlYfJj1laやαlkari:聞な
どの底生有孔虫遺量産からなる砂浜措置小規模に分布する

マングローブ湿地堆積物は，西表島の援良川，前良川，相良川，仲間川，

ヒナイ川，西国川，仲良川，鴻内川，クイラ川，ヒド1))11，石垣島の宮良)1し
名蔵川，吹通川などの河口湾岸及ぴ河口減に分布する，仲間川では，表層

の堆積物は貝建片を含む灰色から暗灰色の粘土ないし細粒砂，植物片を含
む暗灰色細粒砂，植物片に富む晴褐色腐植質粘土ないしi嗣粒砂からなる
(菊池ほか， 1978). 
海岸低地堆積物，谷底低地堆積物及び後背湿地堆積物は，石垣島の名

蔵川，官良川，西表島の仲良川，ヒナイ川，鴻内川，与那国島の国原川など

に小規模に分布する.
(長森英明)

4. 活構造

石垣島地域と周辺海域では，活断層研究会(1991編)により幾つかの活構

造が示されており，海域では石垣島・西表島北方の断層群，島旗開の断層
群，与那国島周辺の断層群，ならびに黒島南方の構造(第2図}と，陸域に



は活断層及ぴその疑いがあるリニアメントが存在する.

石垣島・西表島の北方海域では，北東一甫西性の島艇の配列に平行した

北落ちの断層群が見られる.個々の断層は約50kmの長さを持ち雁行状に分

布するが，全体的には沖縄舟状海盆の南東端を画する海底急斜面に一致し

ている.島艇の配列に斜交する横断断層群は，北西一甫東方向に長さは30
-50kmの規模をもって島旗聞を区切るように分布する.西表島西方から与那

国島にかけての海域には，東北東ー西南西と東甫東一西北西のZ方向に長き

10-2Okmの断層が密集している.この断層群の方向は.西表局以東の断

層群とは明瞭に異なっている.黒島の甫方海域に見られる東北東一酉甫西方

向の断層群と槽幽構造は，それぞれ黒島海盆と黒鳥海丘に一致する.

陸域では，竹富島.法照間島及ぴ与那国島に活断層が認められるほかは，

確実度の高い活断層は多くないが.活断層の疑いがあるリニアメントの存在

が指摘されている(活断層研究会， 1991緬).地質図には，活断層研究会

(1991編)によって確実度Iとされた主要な活断層のうち，空中写真判読に基

づく顕著な変位地形が認められた部分のみを赤紫色線で表記した.竹宮島

では北東一甫西方向の活断層，波燃側島では西北西一束甫東方向で雁行配

列する顕著な変位地形を伴なう複数の活断層が認められる.与那囲島では

北東一南西及び北西一甫東の斜交する顕著な変位地形を伴なう活断層群が

認められるが，変位地形が不明瞭な部分(黒線)においても，活断層である

可能性は否定できない.石垣島の野氏断層(金子ほか， 2003)の方向と位置

は，活断層であると推定されたもの(確実度H)に一致している.西表島では，

活断層の疑いがあるとされた北西一南東方向のリニアメント(確実度m)が全

域にわたって発達しており，水系や稜線の方向はリニアメント方向に調和的で

ある.またリニアメントの一部は，地質断層に一致している.

(中江訓)

5. 地震・津波

石垣島地域を含む八重山列島では歴史記録に残された地震及ぴ樟波が

多くある地1そのうち1625年， 1714年， 1771年に発生した地震と樟波は多〈の

被害をもたらした(牧野， 1981;渡辺， 1985;宇佐美， 2003).河名・中国

(1994)は，主幹波石と呼ばれるサンゴ寝起認の石灰岩塊からなる海波堆積物

の分布主"C年代に基づいた検討から，後期完新世に琉球海祖母側で発生した

滞波は少なくとも7回(約200年前，約民m年前，約1.100年前，約2，00(咋前，

約2.4∞年前，約3.750年前，約4.350年前)，沖縄舟状海盆側で発生した害者

渡は少なくとも2固(約6ω年前.約4，450年前)あったと推定した.このうち豹

2∞年前の律波は， 1771年(明和8年)のA重山地震(M=7.4)による明和害者

波(八重山地震湾波)であったと考えられている{河名・中国， 1鈎4).この樟

波によって，jに重山列島で9.313名，宮古列島也捕名が犠牲となる甚大な

被害を受けた(牧野， 1981).八重山地震の震源域は，石垣島南東方の琉

球海溝西側斜面(東経124"， ::11;緯24'付近:今村， 1938:東京天文台， 2008
編)にあたると推定された.

明手目撃事波の発生機構に関しては，滞波の波源績を今村(1938)が推定した

海域に想定した，衡上断層の活動(Nakataand Kawana， 1995)，地震に

誘発された地すべり(日吉ほか， 1鈎6)，同時に起こった地震断層と地すぺり

(平石ほか， 2001)などを要因とする号デルや，石垣島南東方沖の北西一南

東方向の横断断層(石垣島東方沖断層と仮称}を震源とするモデル

(N:法制町a，.2(踊;松本ほか， 2007)も提唱されている.

明治以降では1910年， 1946年， 1947年， 19弱年， 1966年， 1991年などに，
石垣島地域周辺に震源をもっ地震が発生し，被害を及ぼしている(宇佐美，

z∞3). 1991年(平成3年)1月23日には西表島で地震が発生し，その後拘月

以上にわたり西部の比較的狭い範闘を震源として活動した群発地震(最大

M=4.3.震度 1-IV)となった(沖縄気象台， 1991:伊藤ほか， 1991). 1992 
(平成4年}8月から西表島南西沖の海検で再び活発化し，その後震源域は

北西部沖の海域から陸域に移動し， 19例年末まで継続した(最大M=5.2， 震

度 I-V;京都大学防災研究所地震予知研究センター， 1992;沖縄気象

台， 1993;馬場ほか， 1咲均).この群発地震の震源領域は北西一南東方向に

伸長し，西表島とその周辺海域の断層やリニアメントの方向にほぼ一致して

いるの古帯微である(馬場ほか， 1999). 
(中江訓)

6. 火山活動

石垣島地域及ぴ周辺海域には現在，活動的な活火山は見られない.しか

しながら1924年(大正13年)には，西表島の北北東海域で軽石などの大量の

火山噴出物が確奮された(関， 1927).このことから小浜島北方25kmの地点

(東経123'59'，北緯24'34，的に西表海底火山の存在治唯定され，その縁噴

出量はおよそ1億m'と見積もられた(加藤， 1982， 1991}.海底火山と推定さ

れた海底は，海上保安庁水路部(1991b)の菅波探査記録から火成岩が分

布すると解釈されている(加藤， 1991). 

7. 地質資源

7.1 金属・非金属資源

(中江訓)

須藤・小笠原(2005)による鉱物資源分布図には，金属鉱床として西表島

の銅鉱床，石垣島，黒島.波照開局，与那固島の石灰岩鉱床地電記されてい

る.
西表島の古見岳北東.で古くに発見・採鉱されていた銅鉱床は，自布火

山岩類の珪f包帯に存在する含鋼石英厭である(吉原， 1900;大海・五十嵐，

1963) .石垣島の明石周辺のトムル層から採取した黄銅鉱，黄鉄鉱，ならび

にマンガン酸化物を含む試料由電分析されたがパ‘ずれも含有量が乏しく経済

的な価値が高くないとされた(Fosteret al.， 1鋭泊). 

石垣島では大浜北方や白保周辺で，琉球層群の石灰岩が小規模ながら

採掘されているほか，大墨付近では宮良層の石灰岩が採掘されているa 与那

国島や波照間島においても琉球層群の石灰石が採掘きれている(矢崎，1982
;須藤・小笠原， 2005)ほか，小浜島で採掘されたこともある.これらの石灰

岩は，主に建築用の石材や道路用の路盤材として用いられている(河困・堀

口， 1鎚3}.
波照間島北部では，昭和初期より昭和必年までりん鉱石が採掘されており，

この聞に約2万tを産出した(量豊島.1963，沖村.1978). 
石炭の産自は宵〈から知られており(吉原.19∞) .西表島では1886年(明

治19年)から採掘きれていた.八重山肩書宇西表層のF部層に挟まれる石炭層

のうち， 3層から石炭が採掘され，石炭は亜種育炭を主体とし一部歯磨育炭で

ある(佐キ木・市川.1倒).現在は採掘されていない(三木， 1蜘). 

72 温泉
西表島には西表温呆(商都温泉)があり，ナトリウム・カルシウムー破取温泉

で泉温は32.2tである.また竹宮島の北東約5∞m沖合の石西礁湖には，水

深約20mの海底から熱水噴出が見られ，竹宮海底温泉と呼ばれている(福田

ほか， 1969;蒙島ほか.1983).噴出口からは，最高約50tの温水やメタンを

主成分とするガスが湧出しており，浅海域の熱水活動として様々な観点から

の研究が遂行している(例えば，大森ほか.1991:大森・佐野.2005など}. 

(中江訓・長森英明・宮崎一博}

8. 重力

石垣島地域の大半は海域であり，重力異常は船上重力データを編集したも

のが公表されている(駒海ほか， 1992)が，陸域の重カデ]タは石垣島だけ

に限られ地質構造の把握には不十分であった，そこで，平成19年度に石垣

島，西表島，小浜島，巣島，竹宮島，波照間島及ぴ与那国島で新たに測定

を和、陸績の詳細な重力異常国を作成した.編集面積は19.600km'，編集

に周いた重力データの総数は3ぷ18点である.隆域は222点で，そのうち1ω点

については平成1持 12月に上記の7島で実施した重力測定による.海域につ

いては，旧地質調査所による白嶺丸の航海データ(調査航海名:GH751)と
海上保安庁海洋情報部の測量船，昭洋，拓洋及ぴ明洋の航海データ(調査

航海名 :HS7伺3.HT8402， HT8403. 1国 940217}を編集した.なお，西表

島以西では船上重力調査の測線が2本しかないため， 測地衛星によるレーダ

高度計(アルチメトリ)から得られたフリーエア異常(Sandwelland Smi也
1997)に地形補正を施してプーゲー異常としたものを編集した.石墨島や西

表島の一昔日で中生界，古第三系や深成岩が露出しているが，大半は新生代

の地層で，仮定密度はそれらの平均的な密度である2.3g/cm'を採用した.

概略の重力異常は，東経123・3びより束で剥E東一西南西方向のコンターパ

ターンが優勢で.1ωmgaIを越す高重力異常の軸が石垣島から西表島にか

けて見られる.その軸から北北西方向には援やかに重力異常が減少し，南

南東方向へは50mgaI程度まで急激に減少しており，事主主主弧に整合するような

二次元的な構造を呈している.波E寝間島や与那国島は孤立した高重力異常

域にあたり，基盤が浅くなっていることを示す，

地衰の地質との対応が良〈判るように残差重カ困を示す(第3図).深部構

造による重力異常は反胞の上方接続値により除去したため，地表から深度1

km程度までの浅い構造量噛出されているものである.負値には陰を付けて表

示してある.西表島のほぼ全域が正の残差重カ域で高密度の基盤が浅くな

っているのに対し，石垣島の構造は複雑である.石垣島について詳細に見る

と，西部の屋島慌時周辺や野底岳周辺より束に半島状に伸びた地域ではE
の残差重力域を示し，始新世の野底層などの火山岩分布域に対応し密度が

高いことを示している.一方，川平湾から於茂登岳に至る地域は負の残差霊

カ域で，漸新世の深成岩分布域に相当し，野底層など比べ密度が小さいこ

とを示している.西表島東部の野原崎から小浜島にかけて残差重力が2mgal
に達する大きな残差重カ域を示し，その周辺に露出している申生代の珪質片

岩や昔鉄質片岩の密度が大きいことを示している.黒島は負の残差重力域

で，基盤が深いだけでな〈表層の岩石密度も小さいことを示している.与那国

島の残差重力は，東西で大き〈中央部では甫北で小きくなっており.高密度の

中部中新績と低密度の更新競の分布に対応している.密度境界に対応する

残差重力のゼロラインを石垣島から西表島北方の海域で見てみると，大田舎海

底地形の崖の部分に対応するが，西表島側で海洋底舗に石垣島側で陸相

側に存在する.

(駒滞正夫}
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第Z表石垣島地域における主要な層序区分の変遷

Geology of the 1:2∞'.0曲IshlgakiJima Quadrangle 

The 1:200.000 Ishigaki Jima quadrangle is located in the Southern 
Ryukyu arc. southwestern e且dof Japa且， and is geomorphologically 
characterized by many islands of various sizes. These islands belong 
ωY田 yamaRe伽 (islandsl，sou'也w蹴 emRyukyu Shoω(islandsl. The 
Yaeyama Retωin the Ishigaki Jima district gω，logically comprise va-
rious rl∞k types of Tri碕sicωQuatemaryin age;也，eyare Upper Tri-
as81C旬LowerJurassic， Lower Jurassic， Middle ωUpper Eoc伺 e.Oli-
gocene. Middle Miocene. Middle Miocene to Lower Pleistocene. 
MiddleωUpperPleis旬ceneand Holocene i且 ascendingorder. 
The Upper TriassicωLower Jurassic rock is a high-pressure and 

low-temperature type metamorphic complex d福留ibutedin Is凶galti，
Kohama and Iriomote Islands. The metamorphic complex called Tu・
muru Formation in Is凶gakiand Iriomote lsiands and F凶舗法imeta-
morphic rocks in Kohama lsiand， is comp国 edpredominantly of pelit-
ic and mafic schists and is often accompanied by siliceous schistャ
metap回 dotiteand metagabbro. On也ebasis of minera1 a騎 emblages
of pelitic schists， chlorite zone and garnet zone are disti且邸主ishedas 
metamぽ phiczonation in世IIS∞mplex.
The Lower Jurassic rock ca11ed Fu-saki Formation is a且 accretion-

ary complex distributed in southern part of Ishigaki Island and pat-
ches of Take10mi Island. This formation composed main1y of chert， 
muds1One. sandstone阻 dpelitic mixed rock. and is accompanied by 
limesω!Ile and basalt Al出ough白eFu~aki Formation has been w偲 k-
ly metamorphosed during Early Cretaceous period， Early Jura縞 icmi-
cro和田ilswere yielded企ロmsiliceous muds旬nes.
The Middle to Upper E∞ene rock is litho-stratigraphically divided 

in10 three units; Miyara and No田 koFormations and Sakieda Rhyo-
lite. The Miyara Formation回IshigakiIsland is a shallow marine de-
posit and is lithologica11y subdivided in10 ca1careous and non-ca1car-
eous facies. The former is characterized by limes1One， and the latter 
con血tsof conglomerate. sands10ne and muds1One. The Kdki LimEト
sω，ne exposed on Komaha Island is an equiva1ent for也ec叫，careous
faci曲 目f也eMiyara Forma出n.The NO!抱koForma姐∞ inIshigaki I!ト
land and its equiva1姐tscalled Komasaki Formation in Kohama Island 
and Yubu Volcanics in Iriomote Island conformably overlies the 
Miyara Formation. They are dominated by volcaniclastic rocks and 
lavas derived金口msubmarine andesitic vo1canism The Sakieda Rhyo-
lite is recognized as dikes which intrude in10 the Tumuru and Fu-
姐 kiFormations. 
The Oligocene rock is exposed as Omo1O Plu10n in Ishigaki Island. 

It is represented by various types of granitic rocks ranging from 
graniteωdiorite. On仕lebasis of白elithology， the plu10n is divided 
in旬血rocktyp叫 butfour of which， Cha 

and Omoto types， are shown in the geologica1 map. This pluton i泊，n-
仕ude国si也且t也otheTu血uruand Fu 
The Middle Miocene 畠舵eq刷u邑白，ncωe泊 Ko仙h剖na払，Ir副iomot，包:ea姐且dYonag即un叫li i 

I副姐由a如，ndωsi均曹 called Yae貯ya鉱rnaGroup. and is mainly composed of clastic 
rocks such碕 conglomerate.国 nds旬oneand司lts旬ne， and subordinate 
amoun旬。，finte珂a1atedωa1seams. Middle Mio閃 neωLowerpl閃 b

cene deposits are minor elements in也eIshigaki Jima district; Sonai 
Congiomerate in Iriomote Island and Fuka Formation in Hatぽ umaIs-
land 
Ryukyu Group of Middle ωUpper Pleis10cene is the most remark-

able deposits in也.eIshigaki Jima dis凶ctba民 don its characteristic li-
thology. This group is com凹 sedpredominantly of cora1 reef-derived 
limω旬nesand subordinate gravels. The Ryukyu Group is widely di島
tributed on every islands in也isdi坑rict
The Holocene deposits are composed of gravel. sand and mud 

which are distributed along coastlines and rivers of the islandsω 
sand dune， beach. sand bar deposits. swamp depo邑it.tida1 and back 
marsh dep<組1:s，and fl∞d and valley bot旬mdeposits. 
Gravimetric residua1 highs including eastem part of Iriomote Island 

ωKohamalslanιwestern and easter且 partof Ishigaki Island co:ηc-
spond句 theou回 op:戸Jgarea of the Mesozoic旬Eocenehi凶 d阻 sity
rocks. Otherwise， gra吋metricresidua1lows including Kabira Bay 10 
MtOm抗争dakeof centra1 part of Ishigaki Island correspond 10 the 
outcro即 ingarea of也eOligocene Omu旬 Plu旬!Il.

Key word ; geologica1 map. 1:2001αlO. Ishigaki Jima， Yaeyama Islands， 
Ryukyu Islands， Ryukyu arc， Okinawa Prefecture， Triassic， Jura縄 ic，
Eocene. Oligocene， Miocene. Pleis1Ocene. Pliocene. minera1 re田 urce，
Bouguer anormaly. 
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